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　調布｢憲法ひろば｣は7月22日、あくろすホールで第74回例会を開催し、歴史学者、都留文科大学名誉教授、笠原十九司さん(右写真)のお話を聞きました。石山久男世話人(左写真)の司会で29人が参加。笠原さんのお話を岩本努世話人にレポートしていただきました。（編集部）





 ◇◆ 学問的にも政治的にも決着し、司法でも認められた南京事件論争





　旧日本軍が一九三七年一二月、中華民国国民政府の首都・南京を制圧する中で、多数の捕虜や市民らを殺害した南京事件では、歴史学界では大量虐殺があったというのが定説。政府も「南京入城後、多くの非戦闘員の殺害や略奪行為があったことは否定できないと考えています」（外務省ホームページ）。司法でも、家永三郎教科書裁判では東京高裁で「南京大虐殺」「南京における婦女暴行」の不合格検定が違法とされ（一九九三年一〇月）、最高裁でこの違法行為が確定したのです（一九九七年八月）。





 ◇◆ 国際的なマナ―の欠如と被害者を二重に苦しめる南京大虐殺否定発言





　しかし、最近は現職閣僚以外の国会議員や大学教授、川村名古屋市長らが否定の発言をしています。これは若い世代の政治不信、無関心を背景にしていますが大変危険な動きです。私はアメリカで一か月ほど南京事件の調査をしたことがありますが、アメリカでは南京虐殺の資料はあふれています。これを否定することがどんなに国際的に恥ずかしく、日本の評価をおとしめているかしれません。また、近年では南京大虐殺の生き残りの夏淑琴さんへの名誉棄損事件もありましたが（亜細亜大学の東中野修道教授はその著書で南京虐殺の資料に出てくる生き残り少女は夏淑琴とは別物だとすることに対する名誉棄損事件。一、二、三審とも東中野教授側の敗訴で確定、二〇〇九年二月）、これは被害者を二重に苦しめるものです。ドイツやフランスではナチス・ドイツの美化という「第二の加害」「第二の罪」から守るための法的規制がありますが、日本ではまったく考えられてもいません。





 ◇◆ 南京事件否定派のターゲットにされている歴史教科書





　事件現場が国外であり、政府は当時、報道を制限し、国民に事件を知らせず、戦後も事実の解明や責任追及をあいまいにしてきました。そのため南京事件の歴史認識が定着せず、論争も「どっちもどっち」といった泥仕合のように思われてきました。ここに否定派が入りこんできたのです。


　否定派の全国組織の中心は改憲団体の日本会議とそれと連携している日本会議国会議員懇談会などです。この組織と「新しい歴史教科書をつくる会」が一体となって、二〇一二年度開始の中学校教科書採択にあたって、『新しい日本の歴史』育鵬社版と『新しい歴史教科書』自由社版の採択活動を行ったのです。それらの教科書では南京虐殺とは書かず、ただ「南京事件」と表記し、文科省の検定を通すためにしか注記を入れず、その注記には「この事件の犠牲者数などの実態については、さまざまな見解があり、今日でも論争が続いている」（育鵬社版）と、事件の存在そのものまで疑わせるような記述となっています。


　こんな歴史認識で中国、韓国、台湾の若者と対話ができるでしょうか。これからは東アジアでどう生きるかが、日本や、日本人に課されています。歴史はそう動いています。そういう課題で意見交換できる若者を育てるのが教育の課題だと思います。


      　（岩本　努・記）











